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１ 感染症対策

  平成１１年４月１日より感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律が

施行された。この法に基づき感染症に関する情報の収集、整理、分析及び提供、病原体

等の検査能力の向上を図ると共に、感染症の患者等の人権を尊重しつつ、これら患者の

収容及び二次感染の防止のため保菌者検索並びに接触者指導等を行う。

（１）感染症患者発生数等

二類（平成２２年中）
新登録患者数

（潜在性結核感染症患者４人含む）

年末現在結核登録者総数

（潜在性結核感染症患者３人含む）

結核 ４２ ７５

                                    

三類（平成２２年中） 患者数 保菌者数 計

管内 １７ ９ ２６腸管出血性

大腸菌感染症 三重県※ ８４ ７８ １６２

   ※2010 年 6 月の O-157 集団食中毒における感染者 189 人（患者：103 人、保菌者：86
人）を除く

（２）結核対策

結核登録患者は減少しているものの、平成２２年の年間新登録患者は４２名で、一

般住民はもとより医療関係者等への啓発に努め、学校、職場等での集団発生を防止し、

結核患者の早期治療の徹底を図る。

① 定期健康診断実施状況（平成２２年度）

一般住民はもとより医療関係者等への啓発に努め、学校、職場等での集団発生

を防止し、結核患者の早期治療の徹底を図る。

ＢＣＧ 間接撮影 直接撮影 喀痰検査
発病のお

それ有り
結核患者

事業者 ０ ２,１４０ ６，２９６ ０ ０ ０

学校長 ０ １,８２７   ８０ ０ ０ ０

施設の長 ０ ５２８ ８４１ ０ ０ ０

一般住民 １,９１４ ３，０３０ ８,５２８ ０ ０ ０

② 結核患者・家族指導（平成２２年度）

   結核患者が適切な医療を受け、確実に治癒することを支援すること、及び家族

や接触者の感染・発病の早期発見のための接触者健診等の指導を行う。

種   別 延件数

家庭訪問 １４２

所内面接 ２５

電話相談 ２３６
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③ 接触者健康診断実施状況（平成２２年度）

    結核患者家族及び管理・定期外の検診を実施し、結核患者の早期発見に努め

る。

区分
検診

通知
受診数

Ｘ線直

接撮影
ＱＦＴ

ツ反応

検 査
ＢＣＧ 喀痰

発見

患者数

要注意

者数

患者家族 １１０ １１０ １０７ ２５ ３ ０ ０ １   ２

接 触 者 ２３２ ２３２ １７３ １８２ ０ ０ ０ １１ ０

管理検診   ０ ６ ６   ０ ０ ０ ０ ０   ０

合  計 ３４２ ３４８ ２８６ ２０７ ３ ０ ０ １２ ２

④ 結核登録患者状況（平成２２年中）

２２年末現在

登録者数

活動性全

結核患者数
有病率 新登録数 罹患率

松阪市 ５１ ２１ １２．５ ２５ １４．９

多気町   ８ ３ １９．４   ７ ４５．３

明和町   １０ ３ １３．１   ４ １７．５

大台町   ３ ２ １９．２     ２ １９．２

管内計    ７２ ２９ １３．４ ３８ １７．５

三重県 ６２８  ２４０ １２．９ ２９３ １５．８

＊ 有病率：年末活動性結核患者数÷人口×１０万

＊ 罹患率：人口１０万人あたりの新登録結核患者数

⑤ 結核医療事業

感染症診査会を開催し申請された医療の適正に努める。

  感染症法第３７条の２関係（平成２２年度）

被用者保険
区分

本人 家族
国保

後期

高齢者
生保 その他 合計

申請 １１ ４ ６ ３８ ３ ０ ６２

合格 １１ ４ ６ ３８ ３ ０ ６２

承認 １１ ４ ６ ３８ ３ ０ ６２

感染症法第３７条関係（平成２２年中）

平成２１年

１２月末現在
新規数 解除数

平成２２年

１２月末現在

３ ２１ ２２ ２

⑥ 結核健康診断補助金

    結核患者の早期発見と患者発生防止を図るため、学校、又は施設の長が行う定

期の健康診断に要する費用の一部を補助金として交付する事で、設置者の負担を

軽減し、定期健康診断の実施を促進する。
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学校長

専門学校 高校
社会福祉施設 合計

施設数 ２ １ １９ ２２

検診人員 ７９ ５３９ ９１８ １，５３６

⑦ 結核対策特別促進事業
     結核治療連絡会議を開催するとともに、治療脱落例・治療失敗例をなくすため、直

接服薬確認（ＤＯＴＳ）事業を推進した。
・９回の結核治療連絡会議を開催。
・管内結核医療機関とＤＯＴＳカンファレンスを開催し、延べ３１名の検討を
行う。

（３）感染症発生動向調査事業

① インフルエンザ施設別（学校等における集団かぜ）発生状況動向調査

インフルエンザ流行時の小中学校での患者発生情報、各機関との連携措置、予

防接種との関係等予防対策を図る。      

インフルエンザによる休校（園）・学年閉鎖・学級閉鎖件数

休校（園） 学年閉鎖 学級閉鎖

松阪市 ０ ４６ ７２

多気町 ０ ９ ３

明和町 ０ ３ １

大台町 ０ ４ ０

合計 ０ ６２ ７６

② 三重県感染症発生動向調査事業

感染症の予防、まん延を防止することを目的に、感染症の予防及び感染症の患

者に対する医療に関する法律に基づくこの調査を実施することで、感染症の発生

情報の正確な把握と分析をし、その結果を県民や医療機関へ的確な情報提供・公

開を行う。

   感染症サーベイランス定点医療機関（管内）

１６定点：小児科５、眼科１、インフルエンザ８、ＳＴＤ１、基幹１

③ 三重県感染症発生動向調査事業病原体検査

   三重県感染症発生動向調査事業の一環として、病原体検査定点医療機関等から

病原体の検査依頼があった場合、保健環境研究所にて検査を実施することで、流

行状況の早期発見、早期治療に資するとともに、疾病の予防や診断等に役立つ情

報を提供・公開を行う。

病原体検査数と内訳

区    分 件数 結果（陰性） 結果（陽性）

麻しん １ １ ０

急性脳炎・水痘 １ ０ １

日本紅斑熱・ツツガムシ病等 ３ ３ ０

計 ５ ４ １
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（４）特定感染症検査事業
    特定感染症（ＨＩＶ感染症・性感染症・Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎）の相談・検査を実施

することにより県民の健康不安を解消し、もって特定感染症の蔓延を防止することを

目的とする。

ＨＩＶ 肝 炎
区分

来所相談 電話相談 検査 来所相談 電話相談
検査

（Ｂ型肝炎）

検査
（Ｃ型肝炎）

件数 ７５ ６６ ７２ １６７ ８７ ７６ ７８

（５）世界エイズデー三重街頭キャンペーン

「世界エイズデー」に際し、エイズの現状を正しく認識し、住民に対する正しい知

識の普及・啓発を図る。（街頭キャンペーン）

実施年月日 ： 平成２２年１１月３０日

実施場所  ： 松阪駅構内

（６）新型インフルエンザ対策

  新型インフルエンザ（H1N1）の感染による死亡者や重傷者の発生をできる限り減ら

すこと及びそのために必要な医療を確保することを目的として関係機関と連携して対

応できるよう、感染症危機管理ネットワーク会議等関係会議及び研修会の開催・出席

をした。

ア 感染症危機管理ネットワーク会議     ２回

イ 新型インフルエンザワクチン接種関係研修会 １回

ウ インフルエンザ相談件数       ３５件

エ 新型インフルエンザワクチン在庫量調査

対象：各医療機関及び社会福祉施設等 調査回数：２回  

（７）肝炎治療特別推進事業

Ｂ型ウイルス性肝炎及びＣ型ウイルス性肝炎の根治を目的として行うインターフェ

ロン治療並びにＢ型ウイルス性肝炎に対して行われる核酸アナログ製剤治療にかかる

医療費を助成する。

   管内対象者数（平成２２年度末現在）：インターフェロン治療 ３７名

                    核酸アナログ製剤治療 ４５名

２ 難病対策

（１）難病在宅ケア事業

管内特定疾患患者の在宅ケアを支援するため、地域における保健・医療・福祉を包

括した支援体制づくりをめざす。

① 個別ケアの必要なケースに対して地域社会資源の活用・連携をはかり、必要なサー

ビスのコーディネートを行う。

    ア 訪問指導            訪問件数   ９件

    イ 電話相談            相談件数  ３４０件

    ウ 特定疾患医療受給申請時等    面接件数   ２３件
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② 在宅療養支援計画策定・評価事業

要支援患者に対し、個々の実態に応じて、在宅療養支援計画を作成し、適切なサ

ービスの提供と評価を行い、関係機関等と相互に連携し、支援体制の整備を図る。

  《平成 22 年度：災害時の支援体制の整備》

難病患者支援連絡会議の実施

管内市町防災担当者及び保健福祉担当者と情報共有・支援体制の検討を行う。

③ 医療相談事業

神経難病患者家族を対象に、リハビリテーションについての医療相談会を実施し

た。

      講師：藤田保健衛生大学教授 太田 喜久夫氏

         松阪中央総合病院理学療法士 辻 聡浩氏

            〃    作業療法士 田中 一彦氏

      参加者数：患者家族 ４９名  関係者 ４名

（２）特定疾患医療

  難病は治療が極めて困難で長期の療養を要し、治療費も高額なため特定な５６疾患

を指定し、患者の自己負担を軽減し治療の促進を図る。

番号 疾 病 名 松阪 多気 明和 大台 合計

1 ベーチェット病 １７ １ ２ ２ ２２

2 多発性硬化症 １８ １ １９

3 重症筋無力症 １５ ３ ２ ３ ２３

4 全身性エリテマトーデス ７１ ８ １２ ４ ９５

5 スモン ２ ２

6 再生不良性貧血 １６ ３ ５ １ ２５

7 サルコイドーシス ２７ ４ ４ １ ３６

8 筋萎縮性側索硬化症 １０ ４ １４

9 強皮症・皮膚筋炎又は多発性筋炎 ７８ ５ ７ ６ ９６

10 特発性血小板減少性紫斑病 ５３ ３ ５ ３ ６４

11 結節性動脈周囲炎 １０ １ ３ １ １５

12 潰瘍性大腸炎 １５８ １６ ２９ ９ ２１２

13 大動脈炎症候群 ６ １ １ ８

14 ビュルガー病 ４ １ ２ ７

15 天疱瘡 ４ ４ ８

16 脊髄小脳変性症 ２７ ３ ５ ２ ３７

17 クローン病 ３２ ２ ７ ３ ４４

18 難治性のうち激症肝炎

19 悪性関節リウマチ １１ １１

20 パーキンソン病関連疾患 １７０ １９ ２４ １２ ２２５

21 アミロイドーシス ３ １ ４

22 後縦靱帯骨化症 ６５ １４ １０ ３ ９２
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23 ハンチントン舞踏病 １ １

24 もやもや病（ウイリス動脈輪閉塞症） ６ ３ ２ １１

25 ウェゲナー肉芽腫 １ １ ２

26 特発性拡張型（うっ血）心筋症 ５１ ８ １２ ８ ７９

27 多系統萎縮症 １３ １ １４

28 表皮水疱症

29 膿疱性乾癬 ２ １ １ ４

30 広範脊柱管狭窄症 ８ １ ９

31 原発性胆汁性肝硬変 ３８ ６ １０ ２ ５６

32 重症急性膵炎 ３ ３

33 特発性大腿骨頭壊死症 １５ １ ２ ３ ２１

34 混合性結合組織病 １０ ３ ２ １５

35 原発性免疫不全症候群 ２ ２

36 特発性間質性肺炎 ９ ９

37 網膜色素変性症 ２４ ３ ５ ３ ３５

38 プリオン病 ２ ２

39 原発性肺高血圧症 １ １

40 神経線維腫症 ３ ３

41 亜急性硬化性全脳炎

42 ﾊﾞｯﾄﾞ･ｷｱﾘ(Budd･ Chiari) 症候群

43 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 １ １

44 ライソゾーム病（ファブリ－病含む）

45 副腎白質ジストロフィー

46 家族性高ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血症（ﾎﾓ接合体）

47 脊髄性筋萎縮症

48 球脊髄性筋萎縮症 １ １

49 慢性炎症性脱髄性多発神経炎         ３ ３

50 肥大型心筋症 ５ ４ ９

51 拘束型心筋症

52 ミトコンドリア病

53 リンパ脈管筋腫症（LAM）

54 重症多形滲出性紅斑（急性期） １ １

55 黄色靱帯骨化症 １ １ １ ３

56 間脳下垂体機能障害 ８ １ ９

合  計 １,００４ １０７ １６５ ７７ １,３５３

３ 原子爆弾被爆者健康管理

原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律により、被爆者からの申請により被爆者健

康手帳の交付を行う。健康手帳所持者には医療の給付、健康管理のための定期及び申請

に基づく健康診断を実施し健康の保持について指導している。また、健康手帳所持者で
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原子爆弾の傷害作用に起因する負傷または疾病の状態にある者、介護を受けている者に

対し各種手当ての支給を行っている。

（１）市町別原子爆弾被爆者手帳所持者及び各種手当て受給状況

         （平成２３年３月３１日現在：人数）

各種手当受給者数区分

市町名

手帳

交付数 医療特別

手当

健康管理

手当
保健手当

家族介護

手当

介護手当

（重度）
葬祭料

松阪市 ３９ １ ３２ １ ２

多気町 １ １ １

明和町 １ １

大台町 ３ ３

合計 ４４ １ ３７ ０ ０ １ ３

・葬祭料については、平成 22 年度支払い件数

（２）原子爆弾被爆者定期健診状況

   （平成２２年度実績：受診人数）

申請による健康診断
定期健康診断

健康診断 がん検診

第１回 第２回

区分

市町名 一般 肝機能 一般 肝機能
一般 肝機能

胃

(直接)

肺

(Ｘ線)
大腸

多発性

骨髄腫

松阪市 １８ １８ １３ １２ ２ ２ ３ ２

多気町 ２ ２ １ １

明和町 １ １ １ １

大台町 ２ ２ ２ ２

合計 ２３ ２３ １７ １６ ２ ２ ３ ２

４ 健康づくりの推進

（１）健康づくり活動の推進

・ 健康づくり・保健予防活動をヘルスプロモーションの視点から見直し、再構築し、

新しく展開する。

・ 総合行政、地方分権、健康まちづくり、ユニバーサルデザインの視点からコミュニ

ティエンパワメントを高める。

・ 特に、市町、職域、学校分野、福祉分野、ＮＰＯなどとのネットワークを重視し、

協働して健康環境の確立を目指す。

・ 健康情報の共有だけでなく、安全・安心の食生活、ケアコーディネーション、セルフ

ヘルスケアシステムなどの確立を目指す。

・ 松阪保健福祉事務所では、ヘルシーピープルみえ・２１の活動に賛同した企業・団

体等の有志の集まりである「ヘルピー協働隊」の活動を通じ、地域における健康づ

くりを推進する。（現在参加団体数 ６６団体）
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① 松阪地区地域・職域連携推進懇話会

地域と職域が連携し健康づくりを推進することを目的に実施した。

開催日 開催場所 内    容 委員数

Ｈ22．7．15
松阪庁舎

大会議室

特定健康診査、がん検診、健康づくりの

推進について受診率の向上と行政・職域

における健診の実情等、地域・職域・関

係機関の三者が情報共有を行った。

２３名

② ヘルピー協働隊の集い

    各組織・団体同士の情報交換の場として実施した。

開催日 開催場所 内    容 出席者数

Ｈ23．1．28
松阪商工会議所

第１研修室

こころの健康づくり講演会

「笑いと健康」
３９名

③ ヘルピーおでかけ隊

ヘルピー協働隊のメンバーがそれぞれの活動場面に出向き、それぞれの健康づく

り活動を応援し合うことを目的として実施した。

開催日 イベント名 テーマ 協働先

Ｈ22．6．6 歯の健康まつり 生活習慣病予防・感染症予

防等

松阪地区歯科医師会、松

阪市

Ｈ22．7．3 シャープふれあい

フェスティバル

生活習慣病予防・がん・Ｈ

ＩＶ等

シャープ株式会社三重工

場

Ｈ22．7．7 未成年者禁煙防止

キャンペーン

未成年者喫煙防止 日本たばこ産業、松阪警

察、たばこ販売業組合等

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

Ｈ22．8．21 パナソニック 夏

祭り

生活習慣病予防・がん・Ｈ

ＩＶ等

パナソニックエレクトロ

ニックデバイス株式会社

Ｈ22．9．12 松阪市健康フェス

ティバル

生活習慣病予防・自殺予

防・感染症予防等

松阪市

Ｈ22．10．7 コープみえ商品・く

らしの活動交流会

特定健診・特定保健指導・

がん・生活習慣病予防等

生協コープみえ、

Ｈ22．10．17 いっしょに遊ぼう

子育てフェスタin

松阪

栄養・がん 三重中京大学短期大学

部、松阪子どもNPOｾﾝﾀｰ、

地域活動栄養士連絡協

議会松阪支部、三重農政

事務所 等

Ｈ22．11．10 未成年者喫煙防止

キャンペーン

未成年者喫煙防止 日本たばこ産業、松阪警

察、たばこ販売業組合等

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
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④ 学びすこやか塾

    地域での健康づくり活動を推進する人材を育成することを目的として実施した。

開催日 開催場所 内    容 出席者数

Ｈ22．10．20
松阪庁舎

大会議室

テーマ

「健康づくりのための運動

～スロートレーニング～」

２１名

⑤ ヘルピー協働隊通信（メルマガ）

健康に関する最新情報を年１２回発信した。

（２）健康食育推進事業

幅広い世代を対象とした健康的な食習慣の形成に向けて、食事バランスガイドに対

する理解や「食事バランスガイド」を活用した取り組みをはかり、多様な主体と協働

した食育活動や県民のライフステージに応じた食環境づくりを推進する。

① 幼児欠食ゼロ推進事業

  食育に携わっている人に対しセミナーを開催し、食育実施者が朝食欠食予防を含

めた食育活動を推進することを支援した。

   ア 研修会（２回）

開催日 開催場所 内    容 出席者数

Ｈ22．10．26
明和町

中央公民館
食育について １１名

Ｈ22．12．9
松阪庁舎

栄養指導室
「朝ごはんを食べよう」 ２０名

イ 会議（２回）

開催日 開催場所 内    容 出席者数

Ｈ22．10．22
松阪庁舎

衛生教育室
食育アンケートの検討について １７名

Ｈ23．2．15
松阪庁舎

衛生教育室
食育アンケートの結果について １６名

② 食事バランスガイド協働啓発事業

   企業、施設、団体、学校、市町など多様な主体とともに、栄養バランスのとれた

食事、すなわちエネルギーの摂りすぎ防止、栄養の偏り防止を普及啓発した。

   ア ネットワーク会議（２回）

開催日 開催場所 内    容 出席者数

Ｈ22．10．４
松阪庁舎

衛生教育室

嚥下食について

健康食品やサプリメントの活用について １１名

Ｈ22．12．10
松阪庁舎

衛生教育室

嚥下食について

研修会内容についての検討
１１名
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イ リーダー研修会（６回）

開催日 開催場所 内    容 出席者数

H22．10．26
明和町

中央公民館
食事バランスガイドの活用について １１名

H 2 2 . 1 1 . 1

11． 2

11．16

11．17

松阪庁舎

大会議室
食事バランスガイドの活用について ３０９名

H23． 2． 24
松阪庁舎

大会議室
講演「サプリメントと代謝について」 ６０名

ウ 普及啓発、健康教育（１１回）

開催日 開催場所 内  容 対象者数

H 2 2 . 6 . 6
松阪子ども支援

研究センター
歯の健康まつり ５００名

H 2 2 . 7 . 3
シャープ株式会

社三重工場
シャープふれあいフェスティバル ５００名

H 2 2 . 8 . 2 1

パナソニック

エレクトロニ

ックデバイス

株式会社

パナソニック夏祭り ２００名

H 2 2 . 9 . 1 2 松阪市民会館 健康フェスティバル ５００名

H 2 2 . 9 . 1 4 東邦ガス 保育サポーター養成講座 ２３名

H 2 2 . 1 0 . 7 華王殿 生協・商品くらしの活動交流会 ３００名

H22.1 0 .16 三重中京大学 いっしょに遊ぼう子育てフェスタin松阪 ２５５名

H 2 2 . 8 . 2 3   

9 . 2 4

12.22

H 2 3 . 2 . 1 8

シャープ株式会

社三重工場
生活習慣病改善研修会 １３３名

③ 給食施設強化事業

ア 給食施設巡回指導

管内給食施設数 指導数

① 知事指定施設 ６ ６

② ①以外の特定給食施設

（※学校再掲）
９２

（３８）

１９

（０）

③ 一般給食施設

  （※学校再掲）
８０

（２３）

２６

（０）

計
１７８

（６１）

５１

（０）
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イ 給食施設従事者研修会

給食施設従事者の資質向上を図ることを目的に実施した。

開催日 開催場所 内  容 出 席 者

H22．8．20
三重中京大学短

期大学部調理室

テーマ

＜食物アレルギー対応のおやつづくり＞
５８名

ウ 喫食者指導

給食施設の職員管理部門との連携により、働く世代への健康教育を実施した。

開催日 開催場所 内  容 出席者数

H22.11.12

H23. 1. 2

シャープ株式

会社三重工場

1健康教育

テーマ＜生活習慣病予防のための食生活

＞

2給食委員会への出席及び助言

１３３名

④ 人材育成・支援事業（地区組織育成支援）

ア 研修会支援

回数 延会員数

３回 ５９名

イ 理事会への助言   

回数 延会員数

１１回 ６６名

⑤ 人材育成・支援事業（市町栄養士支援）

市町栄養士の資質向上と栄養改善施策の充実を目指し、必要に応じて助言・指導

を実施した。

連絡調整会議

回数 延参加者数

７回 ４４名

⑥ 栄養指導実施状況

妊産婦 乳幼児 ２０歳未満 ２０歳以上

個別指導（延人員） ０ １ ０ ３

集団指導（延人員） ０ ０ ０ １３３

（３）栄養施行事務

① 虚偽誇大広告等栄養表示相談・指導状況

発見経路

住民 事業者 他グループ 他県 その他

相談・指導件数 ０ ６ ５ １ １


